
C
村

上記のパターンで、B市に住んでいるC村に住民票を置く住民がC村
に転居した場合、住民基本台帳上の動きがなく、転入・転出を確認
できないため、推計人口上の動きはなし。
（例ではA町：2人、B市：３人、C村：１人、D市：４人で変わらずとなる）

推計人口の算出方法（福島県）
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上記のパターンで、B市に住んでいるC村に住民票を置く住民がD市
に転居した場合、住民基本台帳上はC村→D市への転出となるた
め、C村で△１人、D市で＋１人とカウントする。また、D市に住むA町
に住民票を置く住民が亡くなった場合、住民基本台帳上はA町の死
亡者となるため、A町△１人となる
（例ではA町：１人、B市：３人で変わらず、C村：0人、D市：5人となる）
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毎月の住民基本台帳の異動：ケース③
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毎月の住民基本台帳の異動：ケース②
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B市からC村への転出でB市△１人、C村＋１人、D市で死亡者1人で
D市△１人でカウントする。
（例ではA町：2人、B市：２人、C村：２人、D市：３人となる）
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毎月の住民基本台帳の異動：ケース①
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福島県の推計人口は、直近の国勢調査の確定数を基に、毎月、住民基本台帳による出生・死亡
者数及び転入・転出者数（※）を加減して算出しています。イメージとしては下記の図を参照してく
ださい。

※転入数・転出数については、原則市町村の転入データより転入と転出をカウントする。ただし、県外転出数については、
市町村の転出データよりカウントする。
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直近の国勢調査

国勢調査では、住民票上の住所ではなく、それぞれ現在
住んでいる市町村の人口としてカウントする。
（例ではA町：2人、B市：3人、C村：1人、D市：4人）
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推計人口の基となるデータ

参考資料
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